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関西電力による大山火山の火山灰分布に関する 

調査結果について 

 

平成３０年３月２８日 

原子力規制庁 

 

１．背景と経緯 

 平成２９年６月１４日の第１５回原子力規制委員会で報告した「火山活動可

能性評価に係る安全研究を踏まえた規制対応について」に基づき、関西電力に対

して大山生竹テフラ（DNP）の降灰分布についての情報収集を行うことを求め

た。 

今回、関西電力からこの件に関する情報収集調査結果の報告があったので、そ

の調査結果に対する原子力規制庁の見解についてまとめたものである。 

 

２．関西電力による調査結果の報告 

 関西電力から報告された調査結果報告を別添１に示す。以下に、調査結果の概

要を述べる。 

① 調査の内容 

 京都市越
こし

畑
はた

地点、福知山市土師
は ぜ

地点、養父市大屋
お お や

地点、香美町瀞川
とろかわ

山
やま

地点及

び倉吉市大山
だいせん

池
いけ

地点の計５地点において、各地点に存在するとされている

DNP について、地質調査に基づき、産出状況と降灰層厚の詳細な検討を行っ

た。 

具体的には、越畑地点では、既往研究で調査された地点において地質調査

を行い、産出状況の詳細な観察結果から、火山灰を含む地層は、層相及び挟

在する礫層*1（2b 層）により、２層（2a 層、2c 層）に細分されることが確認

された。さらに、礫層の上位に位置する 2a 層の下部にはラミナ*2が認められ

る。 

その他の地点の産出状況については、土師地点では、円礫*3を多く含む河川

                                                   

*1 礫層…礫（2mm 以上の岩片）の集積によって形成される堆積層。 

*2 ラミナ…葉理構造。河川等の流水によって運搬された土砂が薄く累重することによって

形成される層構造。 

*3 円礫…河川等によって運搬される過程で摩耗し球状になった礫。 
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性堆積物に火山灰を含む地層が確認された。大屋地点では、崖錐性堆積物*4が

分布しており、火山灰を含む地層の層厚が一定ではないことが確認された。

一方、瀞川山地点及び大山池地点では、DNP 等の火山灰層がレス*5に挟まれ

ている産出状況が確認され、降灰層厚が評価できる地点としている。 

 

② 調査結果に対する事業者の評価 

DNP の観察を行った５地点のうち、越畑地点、土師地点、大屋地点につい

ては、それぞれ再堆積したものと評価されるので、降灰層厚を評価できない

とした。 

鉱物の化学組成及び屈折率分析から、越畑地点においては DNP を含む地

層、土師地点においては DNP とその他の火山灰を含む可能性がある地層を

確認した。 

今回の調査結果から降灰層厚を評価できる大山池地点、瀞川山地点は火山

灰アトラスに示される等層厚線図に整合していることが確認できた。 

山元（2017）**1 に示される等層厚線図については、元になった大屋地点、

土師地点及び越畑地点の層厚が評価できなかったこと、大山池地点では等層

厚線図と整合しているものの、瀞川山地点では等層厚線図と整合しなかった

ことから、現時点では新たな知見として採用できないとした。 

 

３．関西電力の調査結果に対する見解 

①越畑地点 

越畑地点における火山灰については、含有鉱物の特徴と角閃石を用いた化学

分析結果は参照した模式地の DNP のものと類似、一致しているため、DNP 起

源であると判断してよい。 

火山灰を含む地層のうち、2c 層については、ラミナの存在等の流水の影響

を示す証拠は報告されていないこと、下位及び上位の土石流堆積物と比較して

鉱物含有量がはるかに多いことから、火山灰が直接降って形成された純層の可

能性がある。一方、2a 層は、礫層である 2b 層の上位層であり、加えて 2a 層

の最下部にはラミナが認められること、2c 層と比較して鉱物含有量が増加し

ており、流水等によって鉱物が濃集した可能性があることから、堆積学的には

2a 層が再堆積によって形成された地層であると評価することに合理性はある。

                                                   

*4 崖錐性堆積物…土砂崩れ等によって崩壊した土砂が形成する斜面性堆積物。 

*5 レス…黄土。岩石が風化・堆積した風成塵を主体とする堆積物。 
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しかしながら、2a 層は土石流堆積物と比較して鉱物含有量が多いこと、及び

2c 層との境界が不明瞭な部分もあることから、2a 層とされている一部につい

ても純層である可能性は否定できない。越畑地点における DNP の最大層厚は

山元（2017）**1において引用している文献値（30cm）よりやや小さい 26 cm

とみなすことが可能である。 

また、越畑地点の南方約 200 m の越畑２地点で確認された厚さ約 10 cm の

DNP を含む地層や、越畑地点の北西方向約 4 km の地点で京都府が実施した

ボーリング調査で確認された厚さ 2 cm の DNP 層は、詳細な情報がないため

地層の評価は困難であるが、いずれも DNP の純層である可能性は否定できな

い。 

② 土師・大屋地点 

再堆積層と評価されている土師地点及び大屋地点について、前者は産出状況

及び鉱物含有量比より再堆積と評価することには合理性があるものの、後者に

ついては、産出状況としては地すべり等の崩落性堆積物の産状を示すが、部分

的に純層が含まれている可能性は否定できない。 

③ 大山池・瀞川山地点 

大山池地点の厚さ 2m 程度の DNP、瀞川山地点で確認した厚さ 10～15 cm

の DNP は、産出状況からいずれも純層の火山灰層として判断してよい。 

 

 

**１：山元（2017）：大山火山噴火履歴の再検討、地質調査研究報告、第 68 巻、

1-16． 
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平成２９年６月１４日、第１５回原子力規制委員会において、資料２「火山活動可能性
評価に係る安全研究を踏まえた規制対応について」が諮られ、関西電力に対して大山生
竹（ＤＮＰ）の火山灰分布について情報収集を求めることが了承された。

本調査の背景、目的

大山※生竹（ＤＮＰ）の火山灰分布に関して情報収集を行うため、委員会資料に記載の
ある地点について現地調査を行なった。

※：大山については、発電所運用期間にDKP規模の噴火の可能性は十分低いと考えられるため、DNPを
含む繰り返し生じている数km3以下の規模の噴火の可能性を考慮し、それらの噴火の中でも最も規
模の大きい噴出量5km3を降下火砕物シミュレーションに用いている。
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調査地点

○ 委員会資料に引用されている山元（２０１７）に記載のある地点について引用論文の確認、論文執筆者の
聞き取りを行なった。

○ その結果、５地点について、以下のとおり
・氷ノ山地点は露頭が消失していたため、同論文から代替調査地点として近傍の瀞川山地点を選定した。
・越畑地点については、引用論文で露頭を確認した（山元（２０１７）の記載とはずれがある）。
・その他の３地点については、山元（２０１７）に記載される位置を選定した。

○ 計５地点について現地調査を行い、降灰層厚について検討した。

越畑地点

：調査地点

大山池地点

土師地点

出典：地図データ@2017Google,ZENRINに加筆

大屋地点

大 山

氷ノ山地点

：山元(2017)に示される各地点

瀞川山地点（氷ノ山地点の代替）



鳥取県倉吉市
大山池地点
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鳥取県倉吉市 大山池地点について

山元（2017）で引用している文献の記載内容

岡田・石賀（2000）に加筆

岡田・石賀(2000):大山テフラ より抜粋

・岡田・石賀（2000）によると大山池は人工のため池で、ここには上部テフラ
から最下部テフラまでの多くの層準がそろっており、大きく構成の異なる鳥取
県側と岡山県側の最下部テフラを対比する上で本露頭の存在は重要であると
示されている。

・上記文献の露頭柱状対比図よりLoc.7（大山池）におけるＤＮＰの層厚は、
170cm～200cm程度と示されている。

・再堆積などの堆積状況についての記載はない。

大山池
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鳥取県倉吉市 大山池地点調査結果について

１．１ 地形、地質的な特徴

・大山より東へ約１６ｋｍの地点の大山山麓に位置している。
・大山池周辺は平坦地形を成しており、田畑が広がっている。

20km

Ｎ

5km

Ｎ

鳥取県倉吉市 大山池地点

出典：地図データ@2017Google,ZENRINに加筆

500m

ＤＰ2

Ｎ

ＤＰ1
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鳥取県倉吉市 大山池地点調査結果について

３.２ 現地剥ぎ取り状況（写真、
スケッチ）写真

DNP

50cm

WSW ENEP1

P2

P3

P4

DSP

DKP

loess

P2 P3

DSP

loess P4

DNP

１．２ 現地状況（写真） 大山池（DP1）

【調査結果】
・大山池北岸露頭（DP1）では、下位から順にDNP、DSP、DKPを確認した。
・いずれも黄褐色を呈する粗粒軽石質火山灰であり、各テフラ層の間には数10cmの黄土が挟在していること
を確認した。

・DNP、DSP、DKPはいずれもメートルオーダーの層厚を有し、DNPの層厚は上位２層の火山灰層に比べやや
厚い層を呈していた。

・DNPは変質により粘土化し、他のものよりも淡い褐色を呈していた。

loess：黄土20cm

20cm
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鳥取県倉吉市 大山池地点調査結果について

岡田・石賀（2000）より

1m

DSP

loess
DKP

DNP

１．２ 現地状況（写真） 大山池（DP２）

P2

DSP

DKP

DNP

loess

P2

WE

【調査結果】
・大山池南岸露頭（DP2）では、下位から順にDAP1、DAP2、DNP、
DSP、DKPを確認した。

・いずれも黄褐色を呈する粗粒軽石質火山灰からなり、各テフラの層間
には数10cmの黄土が挟在していた。

・DNPの層厚は上位2層の火山灰層に比べやや厚く、層厚は2m程度で
あった。

・DNPは変質により粘土化し、他のものよりも淡い褐色を呈していた。



兵庫県養父市
大屋地点
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兵庫県養父市 大屋地点について

加藤他(2001):兵庫県北西部・鉢伏山周辺地域の第四紀後期テフラ層序
一大山火山起源のテフラを中心としてー より抜粋

・加藤他(2001)によると鉢伏山周辺地域には、後期鮮新世 ～
中期更新世に噴火した溶岩流台地が残存し、これらの溶岩流台地
周辺には地滑り、崩壊地が多数分布すると示されている。

・Loc.8（大屋町大屋スキー場）では、層厚5cm ～ 120cmの
ＤＮＰが示されている。

・再堆積などの堆積状況についての記載はない。

山元（2017）で引用している文献の記載内容
加藤他（2001）に加筆
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兵庫県養父市 大屋地点調査結果について

２．１ 地形、地質的な特徴

・大屋地点は崖錐性堆積物が見られる山腹に位置しており、崩壊により形成されたと考えられる
角礫層が分布していることを現地において確認した。

300m

T-19(DNP)
加藤他（2001）によるLoc.8

Ｎ

OY1

OY2

出典：地図データ@2017Google,ZENRINに加筆 出典：国土地理院地図 地図・空中写真閲覧サービスに加筆
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10cm

軽石質粗粒火山灰を含む層

崖錐堆積
(礫混じりシルト)

角礫

巨礫

角礫

兵庫県養父市 大屋地点調査結果について

２．２ 現地状況（写真） 大屋スキー場（OY1）

【調査結果】
・加藤他（2001）によるLoc.8は、山腹にある崖錐斜面の切土法面に位置する。
・切土法面は、角礫を主体とする礫質な崩壊堆積物からなり、礫混じりシルトからなる被覆層が崩壊堆積物を覆っていた。
・切土法面には巨礫があり、その東側では火山灰を含む層が堆積しているのに対し、巨礫の西側ではそのような層は認められなかった。
・東側にある火山灰を含む層は、角礫層と礫混じりシルト層の境界付近に傾斜（最大傾斜角55度）して狭在していた（P2、P3）。
・火山灰を含む層の層厚は一定でなく、西側端部（巨礫付近）で20cm～30cm程度であり、東に向かい層厚は厚くなり、
1m以上あることを確認した。

・火山灰を含む層は黄褐色を呈する軽石質粗粒火山灰からなり、角閃石などが多く散在していた（P4、P5）。

P5P2 P3 P4

15cm10cm

崖錐堆積物
（礫混じりシルト）

軽石質粗粒火山灰を含む層

2m

E W

加藤他（2001）に加筆

P1

P5

礫混じりシルト

【加藤他（2001）より抜粋】
Ｌoc.8（大屋町大屋スキー場）では、
崩壊堆積物の上位に黄褐色火山灰と
クロボク土が累重し、火山灰土の最
下部に径2～3mmの普通角閃石と黒
雲母の結晶が散在する黄色風化軽石
（T-19）が挟在する。T-19は粒径2
～5mmの軽石と岩片から構成され、
径10mmを超える軽石や岩片も含ま
れる。

P4

巨礫の西側では火山灰を含
む層は認められない

角閃石などが多く散在する

急傾斜部
（最大傾斜角55度）

層厚 約20-30cm程度

層厚 約1m以上
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兵庫県養父市 大屋地点調査結果について

２．２ 現地状況（写真）

【調査結果】
・加藤他（2001）によるLoc.8露頭の約150m南西の道路法面においても火山灰を含む層を確認した。
・この火山灰を含む層は細礫を含む淡褐色シルト中に層厚20～50cmの黄褐色の軽石質粗粒のものであり、一様な
層構造を形成しておらず、連続性も認められなかった。

ESE WNW

1m

P6

P7 P8 P9 P10

火山灰を含む層

礫混じりシルト

P8

礫混じりシルト

火山灰を含む層

P10

大屋スキー場（OY2）

軽石質粗粒火山灰を含む層がレ
ンズ状に点在している

細礫が認められる
20cm20cm
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【露頭OY2】
・露頭OY2では火山灰を含む層を確認したが、この層は
細礫を含む淡褐色シルト中に層厚20～50cmの黄褐色
の軽石質粗粒のものであり、一様な層構造を形成して
おらず、連続性も認められなかった。

２．火山灰を含む層の観察結果１．地質学、地形学的見地からの特徴

対象となる火山灰を含む層は降灰層厚として評価できない。

兵庫県養父市 大屋地点調査結果について

２．３ 考察

【露頭OY1】
・露頭OY1では巨礫を含む角礫を主体とする礫質な
崩壊堆積物からなる切土法面に火山灰を含む層を確認
した。

・その東側では火山灰を含む層が堆積しているのに対し、
巨礫の西側ではそのような層は認められなかった。

・火山灰を含む層の層厚は一定でなく、数10cm～1m以上
あることを確認した。

・火山灰を含む層は黄褐色を呈する軽石質粗粒火山灰から
なり、角閃石などが多く散在していた。

・加藤他(2001)によると鉢伏山周辺地域には、
後期鮮新世～中期更新世に噴火した溶岩流台
地が残存し、これらの溶岩流台地周辺には
地滑り、崩壊地が多数分布すると示されている。

・現地調査の結果、大屋地点は崖錐性堆積物が
見られる山腹に位置しており、崩壊により形
成されたと考えられる角礫層が分布している
ことを確認した。



兵庫県香美町
瀞川山地点
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兵庫県香美町 瀞川山地点について

加藤他(2001):兵庫県北西部・鉢伏山周辺地域の第四紀後期テフラ層序
一大山火山起源のテフラを中心としてー より抜粋

・加藤他(2001)によると鉢伏山周辺地域には、後期鮮新世～中期
更新世に噴火した溶岩流台地が残存し、第四紀のテフラが保存
されやすい平坦面や窪地を提供していると示されている。

・Loc.６（村岡町瀞川山）では、層厚5cm～10cmのＤＮＰが示
されている。

・再堆積などの堆積状況についての記載はない。

既往文献の記載内容

加藤他（2001）に加筆
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兵庫県香美町 瀞川山地点調査結果について

３．１ 地形、地質的な特徴

Ｎ

出典：国土地理院地図 地図・空中写真閲覧サービスに加筆

T-14(DNP)，T-15(DSP)，T-16(AT)
・加藤他（2001）によるLoc.6

DNP（兵庫県香美町村岡区板仕野）

出典：地図データ@2017Google,ZENRINに加筆

300m

・瀞川山地点は瀞川山山頂部の平坦な台地に位置しており、ほぼ水平に層を成している湿地堆積物
層が分布していることを現地において確認した。
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DSP

AT

DNP

P2

loess（淡褐色シルト）

loess （淡褐色シルト）

湿地堆積物（砂混じりシルト）

loess （淡褐色シルト）

湿地堆積物（淡褐色シルト）

湿地堆積物～ loess （淡褐色シルト）

湿地堆積物（淡白色シルト）

兵庫県香美町 瀞川山地点調査結果について

３．２ 現地状況（写真）

DSP

DNP

AT

P1

加藤他（2001）に加筆拡大写真

P3

黒色の重鉱物を多く含み，径数mmのパミスが
散在する粗粒火山灰が肉眼で認められた。

P2

50cm
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兵庫県香美町 瀞川山地点調査結果について

３．２ 現地状況（写真）

・調査地点は瀞川山の標高900-1,000mにおいて北東－南西に延びる山頂小起伏面に位置しており、
その露頭法面では湿地堆積物や黄土質な堆積物に挟まれた3層の火山灰層を確認した。

・加藤他（2001）は岩相や岩石記載的特徴に基づき、3層の火山灰層を上位から順に、姶良Tnテフラ
（AT）、大山関金軽石（DSP）、大山生竹軽石（DNP）としており、確認した3層の火山灰層は
加藤他（2001）のものと同じものであると推察される。

・この3層の一部である加藤他（2001） でDNPとされている層は層厚10～15cmの褐色を呈する
軽石質粗粒火山灰層で、径1mm以下の角閃石を多く含み、径1～5mmの軽石が見られた。
層は連続しており、大屋地点に比べて層厚の変化が小さいことを確認した。

【調査結果】
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２．火山灰層の観察結果１．地質学、地形学的見地からの特徴

対象となる火山灰層に再堆積であるような特徴は確認できず、降灰層厚として評価
できると考えられる。

兵庫県香美町 瀞川山地点調査結果について

３．３ 考察

・調査地点は瀞川山の標高900-1,000mにおいて
北東－南西に延びる山頂小起伏面に位置しており、
その露頭法面では湿地堆積物や黄土質な堆積物に
挟まれた3層の火山灰層を確認した。

・本調査で確認した3層の火山灰層は加藤他（2001）
のものと同じものであると推察される。

・この3層のうちDNPと思われる層は層厚10～15cm
の褐色を呈する軽石質粗粒火山灰層で、径1mm
以下の角閃石を多く含み、径1～5mmの軽石が
見られた。

・このDNPの層は連続しており、大屋地点に比べて
層厚の変化が小さいことを確認した。

・加藤他(2001)によると鉢伏山周辺地域には、
後期鮮新世～中期更新世に噴火した溶岩流台
地が残存し、第四紀のテフラが保存されやす
い平坦面や窪地があると示されている。

・現地調査の結果、瀞川山地点は瀞川山山頂部
の平坦な台地に位置しており、ほぼ水平に層
を成している湿地堆積物層が分布しているこ
とを確認した。



京都府福知山市
土師地点
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土師地点

京都府福知山市 土師地点について

野村(1994):氷上低地・福知山盆地に分布するテフラと地形学上の問題 より抜粋

・野村(1994)によるとLoc.3（土師）では、段丘礫層中に
最大層厚50cmのＤＮＰがレンズ状に挟まれていると示
されている。

野村（1994）に加筆

土師地点

山元（2017）で引用している文献の記載内容

・土師地点の地質はコブル礫を主とする段丘礫層であり、
露頭法面の堆積物は泥質のマトリックスに富み、チャー
ト礫を主とした亜円～円礫よりなる礫層である。
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22京都府福知山市 土師地点調査結果について

４．１ 地形、地質的な特徴

・土師地点は小滝他（2002）のLoc.8としても示されている地点であり、小滝他(2002)によると
露頭付近は土師の長田野面構成層にアバットして、中位段丘層と考えられる砂礫層が局所的に
分布すると示されている。

出典：国土地理院地図 地図・空中写真閲覧サービスに加筆

300m

Ｎ

土師地点

小滝他(2002)に加筆

土師地点
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23京都府福知山市 土師地点調査結果について

４．２ 現地剥ぎ取り状況（写真、スケッチ）

＜写 真＞

＜スケッチ＞

HZ1測線HZ2測線HZ3測線

HZ1測線HZ2測線HZ3測線
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1m

P1

HZ1測線HZ2測線HZ3測線

HZ1測線HZ2測線HZ3測線

京都府福知山市 土師地点調査結果について

４．２ 現地剥ぎ取り状況（写真、スケッチ）

＜詳細写真＞

福知山市 土師地点調査結果について
６.２ 現地剥ぎ取り状況（写真、スケッ
チ）

P1

P2

P2P2
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25京都府福知山市 土師地点調査結果について

４．２ 現地剥ぎ取り状況（写真、スケッチ）

・主に礫からなる河川堆積物や崖錐堆積物が複数の層を構成している。それらの層の中に火山灰を含む
3つの層を確認した。

6h層：礫およびシルトの互層からなる火山灰を含む河川堆積物。その性状によりさらに三層に細分。
6h1層：礫・砂混じりシルト（火山灰起源の粒子を含む）
6h2層：灰褐色を呈する礫・火山灰混じりシルト
6h3層：明褐色を呈する粗粒な火山灰質シルト（層厚5-10cm）。

その分布は断続的であり連続性に乏しい。また火山灰質シルトには
砕屑物起源の細礫や砂粒子が含まれる。

＜写真、スケッチからの考察＞

・野村（1994）に記載されている火山灰層の特徴（河川由来の礫や砂を多く含んでいるなど）から、
野村（1994）、小滝（2002）で示されている火山灰層は6h1層～6h3層であることが考えられる。

・6h1層～6h3層を比較的多く含んでいる測線（HZ1）、 旧河床面の中心にあり6h1層～6h3層の一部を
含んでいる測線（HZ2）、6h1層～6h3層の一部を含んでいる測線（HZ3）の計3つの測線から試料を
採取し、鉱物組成および屈折率測定を行った。
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26京都府福知山市 土師地点調査結果について

４．３ 鉱物組成および屈折率測定の結果

•火山灰を含んでいる6h1～6h3から採取したHZ1-4，HZ1-5，HZ1-6の3試料に、多くの火山灰起源の

斜方輝石や普通角閃石を含んでいることを確認した。

•斜方輝石の屈折率は1.701-1.709を示し、普通角閃石の屈折率は1.679-1.686を示した。

これらの屈折率は、古澤・梅田（2002）※１による大山池露頭のDNPの屈折率とほぼ一致している。

上記の結果よりHZ1測線上に分布する火山灰を含む河川堆積物層（6h1層～6h3層）中には、DNPが

含まれていると推察される。

【HZ1 測線】

※１： 古澤・梅田（2002） 新期大山テフラDNP，DSP，DKPの岩石記載的特徴の再検討，第四紀研究，vol.41，No.2，p.123-129，日本第四紀学会．

火山ガラスの屈折率の値は、鉱物に付着した火山ガラスの結果も含んでいる
備 考

HZ1 測線付近

スケッチ図
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27京都府福知山市 土師地点調査結果について

４．３ 鉱物組成および屈折率測定の結果

•全体的に少量の普通角閃石を、一部の試料にごくわずかな斜方輝石を含んでいることを確認した。

•斜方輝石の屈折率は1.700-1.710を示し、角閃石の屈折率は1.671-1.689を示した。

斜方輝石の屈折率は、古澤・梅田（2002）※１による大山池露頭のDNPの屈折率とほぼ一致している

が、角閃石の屈折率は差異が出ている。

上記の結果よりHZ2測線上に分布する火山灰を含む河川堆積物層（6h1層）中には、DNPと他の火山灰、

若しくは他の火山灰が含まれている可能性が考えられる。

【HZ2 測線】

HZ2 測線付近

スケッチ図

※１： 古澤・梅田（2002） 新期大山テフラDNP，DSP，DKPの岩石記載的特徴の再検討，第四紀研究，vol.41，No.2，p.123-129，日本第四紀学会．

備 考
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砂
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火山灰分析試料採取位置

地質記号等凡例

6a ： 層序区分

0 1 2 3m

地質層序

記号 地層名 層相

河川堆積物 砂・ 礫・ シルト 互層

河川堆積物 砂質礫

5c

5d

河川堆積物 砂混じり礫5e

河川堆積物 砂・ シルト 質礫5f

河川堆積物 砂質礫5b

河川堆積物 砂・ シルト 質礫5a

崖錐堆積物 礫混じり砂質シルト4

崖錐堆積物 砂混じり礫質シルト3d

崖錐堆積物 礫混じり砂質シルト3c

崖錐堆積物 砂質シルト ， 礫混じり砂質シルト3b

崖錐堆積物 礫・ シルト 質砂3a

表土， 崖錐堆積物 砂質シルト ， 礫混じり砂質シルト ， 礫シルト 質砂2

人工改変土 礫混じり砂1

地質層序

記号 地層名 層相

河川堆積物 火山灰質シルト

河川堆積物 砂質礫

6h3

6i

河川堆積物 礫・ 砂混じりシルト6j

河川堆積物 砂質礫， 砂混じり礫6k

河川堆積物 礫・ 火山灰混じりシルト6h2

河川堆積物 礫・ 砂混じりシルト （ 火山灰起源の粒子を含む）6h1

河川堆積物 砂質礫6g

河川堆積物 砂混じり礫質シルト ， 礫・ 砂混じりシルト6f

河川堆積物 砂質礫， 砂混じり礫6e

河川堆積物 礫混じり砂質シルト ， 砂混じりシルト6d

河川堆積物 砂・ シルト 混じり礫， 砂質礫6c

河川堆積物 シルト ， 礫混じりシルト6b

河川堆積物 シルト 混じり礫， 礫混じり砂質シルト6a

河川堆積物 礫・ 砂混じりシルト ， シルト 質砂6l

河川堆積物 礫6m

河川堆積物 礫・ 砂混じりシルト6n HZ1-1

TN55°E

TS55°W

HZ2-8

HZ2-7

HZ2-6

HZ2-5
HZ2-4
HZ2-3

HZ2-2
HZ2-1

火山ガラスの屈折率の値は、鉱物に付着した火山ガラスの結果も含んでいる
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28京都府福知山市 土師地点調査結果について

４．３ 鉱物組成および屈折率測定の結果

•HZ3-2に少量の斜方輝石と普通角閃石を含んでおり、その他の試料にはごくわずかな斜方輝石と

普通角閃石を含んでいることを確認した。

•斜方輝石の屈折率は1.699-1.715を示し、角閃石の屈折率は1.670-1.687を示した。

斜方輝石の屈折率は、古澤・梅田（2002）※１による大山池露頭のDNPの屈折率とほぼ一致して

いるが、角閃石の屈折率は差異が出ている。

上記の結果よりHZ3測線上に分布する火山灰を含む河川堆積物層（6h1層）中には、 DNPと他

の火山灰、若しくは他の火山灰が含まれている可能性が考えられる。

【HZ3 測線】

HZ3 測線付近

スケッチ図

※１： 古澤・梅田（2002） 新期大山テフラDNP，DSP，DKPの岩石記載的特徴の再検討，第四紀研究，vol.41，No.2，p.123-129，日本第四紀学会．

備 考
火山ガラスの屈折率の値は、鉱物に付着した火山ガラスの結果も含んでいる
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・露頭では主に礫からなる河川堆積物や崖錐堆積物が複数の
層を構成している。それらの層の中に火山灰を含む3つの層
6h1、6h2、6h3を確認した。

２．火山灰を含む層の観察、分析結果１．地質学、地形学的見地からの特徴

・土師地点は土師の長田野面構成層にアバットして、中位段
丘層と考えられる砂礫層が局所的に分布するところである。

対象となる層は円礫を多く含む河川堆積物に火山灰が含まれているものであり、降灰層厚として
評価できない。

京都府福知山市 土師地点調査結果について

４．４ 考察

層～
を含む

、

・斜方輝石と普通角閃石の屈折率よりHZ2測線上に分布する
火山灰を含む河川堆積物層（6h1層）中には、 DNPと他の
火山灰、若しくは他の火山灰が含まれている可能性が考え
られる。

・斜方輝石と普通角閃石の屈折率よりHZ3測線上に分布する
火山灰を含む河川堆積物層（6h1層）中には、 DNPと他の
火山灰、若しくは他の火山灰が含まれている可能性が考え
られる。

・斜方輝石と普通角閃石の屈折率よりHZ1測線上に分布する
火山灰を含む河川堆積物層（6h1層～6h3層）中には、
DNPが含まれていると推察される。



京都市右京区
越畑地点
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31京都市右京区 越畑地点について

・井本他(1989)によるとLoc.4（越畑）では、層厚30cmのＤＮＰが示されている。
・再堆積などの堆積状況についての記載はない。

越畑地点

井本他(1989):京都西北部地域の地質 より抜粋

山元（2017）で引用している文献の記載内容

井本他(1989)に加筆
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32京都市右京区 越畑地点調査結果について

５．１ 地形、地質的な特徴

・文献調査の結果、山元(2017)に引用されている井本他(1989)は、石田他
(1980)、桂睦会(1967)を引用していることが分かった。

・石田他(1980)、桂睦会(1967)によると未固結の崖錐性角礫層に角閃石火山
灰ＤＮＰが挟まれていると記載されている。

空中写真判読図（越畑盆地）:2017年 関西電力実施

：調査地点

桂睦会（1967）：京都市右京区、越畑盆地の第四紀層 より抜粋

【文献調査】

・桂睦会(1967)によると調査地点の周辺にある第四紀層は、陸水成層であり、
下位からは越畑層（Ｈ面）、神吉層（Ｍ面）、原層（Ｌ面）の３つに区分
することができるが、空中写真判読の結果、調査地点はＭ面に位置すること
がわかった。

・調査地点露頭は沢部に近接しており、河川の侵食により形成されたＭ面の
侵食崖に位置しており、Ｍ面の段丘構成層が観察できた。

【地形、地質的な特徴】

【文献調査】【地形、地質的な特徴】

（中 略）

石田ほか（1980）：土地分類基本調査京都 北西部 より抜粋
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33京都市右京区 越畑地点調査結果について

５．１ 地形、地質的な特徴

・地震本部の資料によれば、露頭の付近に活断層である神吉断層
が存在する。

・地震本部によれば、越畑盆地は中・高位段丘が西側に分布し、
その東部には、東側の山地から供給された崖錐的な堆積物に
よって扇状地が分布、その崖錐堆積物中には風化を受け茶褐色
化した、姶良Tn （AT）火山灰と大山生竹（ＤＮＰ）火山灰
が挟まれていると示されている。
(URL:http://www.hp1039.jishin.go.jp/danso/Kyoto/figures/f5-14.jpg）

出典：地震調査研究推進本部
図5-14 地形分類図（越畑盆地）に加筆

：調査地点

http://www.hp1039.jishin.go.jp/danso/Kyoto/figures/f5-14.jpg
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P2

写真

0

0

0.5

1.0

1.5

2.0

1

2 3

4

5

50cm

P1

P2

W→←E

＜写 真＞

C測線A測線 B測線

C測線

A測線 B測線

火山灰を含む層は、上下の中位段丘礫層に挟まれている。

P1

５．２ 現地剥ぎ取り状況（写真、スケッチ）

50cm50cm

50cm
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35京都市右京区 越畑地点調査結果について

５．２ 現地剥ぎ取り状況（写真、スケッチ）

＜スケッチ図＞
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2
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3

4
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1

1
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2c

2c
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3a

3b

3b

1

2a

2b

2b

2c

2c

3a

3b

シルト および火山灰質シルト

軽石質粗粒火山灰（ 暗褐色）

軽石質粗粒火山灰（ 褐色）

礫

火山灰層の層状構造

礫層の層状構造

地層境界

KH-1： ブロッ クサンプリ ング位置

試料採取位置凡例

地質記号等凡例

火山灰分析試料採取位置

粒度分析試料採取位置

A1
2a： 層序区分

KH2-1

記号 地層名 層相

土石流堆積物 砂・ シルト 混じり礫1

火山灰（ 暗褐色） 軽石質粗粒火山灰（ 暗褐色）2a

流路充顚堆積物 火山灰質礫2b

火山灰（ 褐色） 軽石質粗粒火山灰（ 褐色）2c

洪水流堆積物 火山灰質礫混じりシルト3a

土石流堆積物 礫・ シルト 混じり礫3b

KH1

KH2

KH-4

KH-3

KH3-5
KH3-3

KH3-4

KH3-2

KH3-1KH3-6 A1

A下2

A下1

A2
A3

A4

A上1

A上2

B2

B1

B下1

B3

B4

B5

B上1

C2

C1

C下1

C3

C4

C上1

2a層：最大26cm

2c層：最大16cm

C測線A測線 B測線

C測線

A測線 B測線

【調査結果】
・火山灰を含む層は、その層相と挟在する礫層により2層（2a層、2c層）に細分される。
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36京都市右京区 越畑地点調査結果について

５．２ 現地剥ぎ取り状況（写真、スケッチ）

＜スケッチ図＞
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火山灰層の層状構造

礫層の層状構造

地層境界

KH-1： ブロッ クサンプリ ング位置

試料採取位置凡例

地質記号等凡例

火山灰分析試料採取位置

粒度分析試料採取位置

A1
2a： 層序区分

KH2-1

記号 地層名 層相

土石流堆積物 砂・ シルト 混じり礫1

火山灰（ 暗褐色） 軽石質粗粒火山灰（ 暗褐色）2a

流路充顚堆積物 火山灰質礫2b

火山灰（ 褐色） 軽石質粗粒火山灰（ 褐色）2c

洪水流堆積物 火山灰質礫混じりシルト3a

土石流堆積物 礫・ シルト 混じり礫3b

KH1

KH2

KH-4

KH-3

KH3-5
KH3-3

KH3-4

KH3-2

KH3-1KH3-6 A1

A下2

A下1

A2
A3

A4

A上1

A上2

B2

B1

B下1

B3

B4

B5

B上1

C2

C1

C下1

C3

C4

C上1

C測線A測線 B測線

C測線

A測線 B測線

P1

P2
P3

2a

2c

露頭中央部では2a層と2c層の境界は明瞭であり、2a層の下部に
ラミナが認められる。

P2
←E W→

2a

2c

露頭東側では2a層と2c層の境界はやや不明瞭である。

P1 ←E W→

2a

2c

2b

露頭西側では、2a層と2c層の境界付近に中礫を主体とする礫層（2b層）が挟在する。

P3 ←E W→
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37京都市右京区 越畑地点調査結果について

５．２ 現地剥ぎ取り状況（写真、スケッチ）

・2a層は有色鉱物を多く含み暗褐色を呈する。2c層は相対的に有色鉱物が少なく明褐色を呈する。
・ブロック表面の2a層と2c層の境界は東北東に傾斜しているがブロック中央部では西南西に傾斜している。
・ブロック奥面の2a層と2c層の境界は複雑に傾斜していることより、過去に土砂や流水の供給があったと推定される。

下

上ENE WSW
採取前（ブロック表面）

ENE WSW ENE WSW

採取後（ブロック奥面）

【KH-1】

下

上

2a

2c

ENE WSW

2a

2c

ENE WSW

採取後

採取ブロック（ブロック中央面）

採取前（ブロック表面） 採取ブロック（ブロック中央面） 採取後（ブロック奥面）

採取前

ENE WSW

2a層と2c層の境界は約10°東北東に傾斜する。

2a

2c

解

説

Ｋ
Ｈ-

１

ブ
ロ
ッ
ク
写
真

2a層と2c層の境界は約45°西南西に傾斜する。 2a層と2c層の境界は複雑に傾斜し、蛇行している。
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・2a層は有色鉱物を多く含み暗褐色を呈する。2c層は相対的に有色鉱物が少なく明褐色を呈する。
・2a層と2c層は明瞭な境界で接し、2a層基底部付近にラミナが認められる。
・ブロック中央面では、2a層中に角礫が認められる。
・2a層と2c層の境界は複雑に傾斜していることより、過去に土砂や流水の供給があったと推定される。

Ｋ
Ｈ-

2

ブ
ロ
ッ
ク
写
真

京都市右京区 越畑地点調査結果について

５．２ 現地剥ぎ取り状況（写真、スケッチ）
【KH-2】

ENE WSW

採取前

ENE WSW
層理方向

風化境界

ENE WSW

下

上

採取前（ブロック表面） 採取ブロック（ブロック中央面） 採取後（ブロック奥面）

採取前（ブロック表面） 採取後（ブロック奥面）

風化境界

2a

2c

ENE WSW

下

上

ラミナ

礫

採取ブロック（ブロック中央面）

2a

2c

ENE WSW

2c

ENE WSW

2a

2a層と2c層の境界は約10°西南西に傾斜する。

解

説

2a層基底部付近にラミナが認められる。
2a層と2c層の境界は複雑に傾斜し、蛇行している。

2a層中に角礫が認められる。
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５．３ ＣＴ画像解析

・2c層は2a層と違い、礫の混入やラミナなどの流水により混入した痕跡が確認されなかったため、
より詳細にＣＴ画像によるブロック試料の観察を行なった。

ＣＴ画像解析結果

＜ブロックＮＯ． KH-1 ＞

水平図

5mm毎に水平図を取得

ＣＴ画像 正面図取得位置(KH-1)

1

5

10

15

20

1

5

10

15

20

北

南

2cm

西 東

2525

ＣＴ画像 30-30 正面図 (KH-2)

東

4cm

＜ブロックＮＯ． KH-2 ＞

水平図

5mm毎に正面図を取得

ＣＴ画像 正面図取得位置(KH-2)

西

北

南

東

2cm

正面図

正面図

ＣＴ画像 8-8 正面図 (KH-1)

西

上

下

東

4cm

・2a層だけでなく、2c層中に角礫が複数認めら
れた。

・2a層だけでなく、2c層中に角礫が複数認めら
れた。

・採取ブロックの観察で見られた2a層のラミナ
も確認した。

4cm

上

下

南
西

北
東

9

2a

2c

2a

2c

：2c層中の角礫

凡 例

：2a層と2c層の境界 ：2c層中の角礫

凡 例

：2a層と2c層の境界

ラミナ
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５．３ ＣＴ画像解析
ＣＴ画像解析結果

・ＣＴ画像観察の結果、2a層は明らかに流水によって再堆積した構造が明瞭に認められた。
・一方、2c層は、ラミナが確認できなかったものの、礫を含んでいることから流水の影響を否定できない。

＜ブロックＮＯ． KH-3 ＞

ＣＴ画像 正面図取得位置(KH-3) ＣＴ画像 10-10 正面図 (KH-4)

＜ブロックＮＯ． KH-4 ＞

ＣＴ画像 正面図取得位置(KH-4)ＣＴ画像 17-17 正面図 (KH-3)

水平図
5mm毎に正面図を取得

1

5

10

15

20

2cm

25

30

1

5

10

15

20

25

30

西

北

南

東

下

北
西

南
東

3cm

上

正面図 水平図 正面図
5mm毎に正面図を取得

1

2cm

5

10

15

20

1

5

10

15

20

西

北

南

東

7 上

下

西 東

4cm

・2a層だけでなく、2c層中に角礫が複数認めら
れた。

・2a層だけでなく、2c層中に角礫が複数認めら
れた。

2a

2c

2a

2c

：2c層中の角礫

凡 例

：2a層と2c層の境界 ：2c層中の角礫

凡 例

：2a層と2c層の境界
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火山灰（ 暗褐色） 軽石質粗粒火山灰（ 暗褐色）2a
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京都市右京区 越畑地点調査結果について

５．４ 偏光顕微鏡観察による構成鉱物の特徴

・越畑地点の火山灰は、主に斜方輝石、普通角閃石
を主体とし、斜長石、黒雲母、岩片および粘土化
した風化粒子を伴う。

・斜方輝石と普通角閃石の連晶や斜方輝石同士の連
晶を確認した。（赤線で囲んだもの）
この特徴は、町田・新井（1979）、
野村（1994）、加藤他（2001）によるDNPの特徴
と一致する。

火山灰の顕微鏡写真（越畑）

- 凡 例 -
Opx：斜方輝石、GHo：普通角閃石，Bi：黒雲母、Fl：斜長石、C：粘土化した風化粒子、F：鉄鉱物、Fr：岩片

【構成鉱物の特徴】

野村(1994):氷上低地・福知山盆地に分布するテフラと地形学上の問題 より抜粋
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５．５ 鉱物組成および屈折率測定の結果

鉱物組成（越畑_A測線）
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2a層

2c層

3a層

3b層

1層

2a層

2c層

3a層

3b層

鉱物組成（越畑_B測線）

火山ガラスの屈折率の値は、鉱物に付着した火山ガラスの結果を示している

：長石・石英 ：斜方輝石 ：角閃石 ：不透明鉱物 ：その他：火山ガラス

：長石・石英 ：斜方輝石 ：角閃石 ：不透明鉱物 ：その他：火山ガラス
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火山ガラスの屈折率の値は、鉱物に付着した火山ガラスの結果を示している



The Kansai Electric Power Co., Inc.

43京都市右京区 越畑地点調査結果について

５．５ 鉱物組成および屈折率測定の結果

・2a層と2c層の鉱物組成を比較し、斜方輝石、普通角閃石の含有量が2a層では多く、2c層では少ない
ことを確認した。

・全ての測線において斜方輝石の屈折率は1.700～1.710を示し、普通角閃石の屈折率は1.675～1.688
を示した。これらの屈折率は、古澤・梅田（2002）※１による大山池露頭のDNPの屈折率とほぼ一致
している。

※１： 古澤・梅田（2002） 新期大山テフラDNP，DSP，DKPの岩石記載的特徴の再検討，第四紀研究，vol.41，No.2，p.123-129，日本第四紀学会．

鉱物組成（越畑_C測線）
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火山ガラスの屈折率の値は、鉱物に付着した火山ガラスの結果を示している
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44京都市右京区 越畑地点調査結果について

５．６ 主成分分析の結果

普通角閃石の主成分分析結果（越畑_C2）

エネルギー分散型X線マイクロアナライザー（EDX）を用い、普通角閃石（C測線）の主成分分析を実施し、古澤・梅田（2002）※１

による大山池露頭のDNPと主成分の対比を行った。
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DNP：古澤・梅田（2002）※１による大山池露頭のDNP

※１： 古澤・梅田（2002） 新期大山テフラDNP，DSP，DKPの岩石記載的特徴の再検討，第四紀研究，vol.41，No.2，p.123-129，日本第四紀学会．
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45京都市右京区 越畑地点調査結果について

５．６ 主成分分析の結果
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普通角閃石の主成分分析結果（越畑_C3） DNP：古澤・梅田（2002）※１による大山池露頭のDNP

※１： 古澤・梅田（2002） 新期大山テフラDNP，DSP，DKPの岩石記載的特徴の再検討，第四紀研究，vol.41，No.2，p.123-129，日本第四紀学会．
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５．６ 主成分分析の結果
普通角閃石の主成分分析結果（越畑_C4）
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DNP：古澤・梅田（2002）※１による大山池露頭のDNP

※１： 古澤・梅田（2002） 新期大山テフラDNP，DSP，DKPの岩石記載的特徴の再検討，第四紀研究，vol.41，No.2，p.123-129，日本第四紀学会．
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５．６ 主成分分析結果

【テフラ層の対比】

普通角閃石の主成分は、大山山麓大山池露頭のDNPと調和的であり、調査地点の火山灰を含む層は
DNPに対比されると推測する。
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48京都市右京区 越畑地点調査結果について

５．７ 周辺において確認されたＤＮＰ

５．７ ．１ 越畑２地点（写真）

・桂睦会（1967）によれば越畑地点より南方向約200mにDNPが確認されたと示されており、越畑地点から
尾根を挟んだ反対側にその露頭（越畑2地点）を確認した。

・現地で露頭を確認すると越畑地点と同様の層相を持つ火山灰を含む層（約10cm）がほぼ均一に分布している。
・越畑地点と同様に火山灰を含む層は礫、砂を含んでいる。

越畑地点

越畑2地点

L-9（桂睦会，1967）

L-1（桂睦会，1967）

Ｎ

300m

出典：国土地理院地図
地図・空中写真閲覧サービスに加筆

ＤＮＰ

30cm

EW
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49京都市右京区 越畑地点調査結果について

５．７ 周辺において確認されたＤＮＰ

５．７ ．２ 京都府が実施したボーリングデータ

・越畑地点の北西方向約4kmに位置する地点で京都府が実施した活断層調査の一環として、侵食の影響を受けにくい
断層下盤側においてボーリング調査を実施しており、そのボーリングコアの中に火山灰を含む層が確認されている。

・坑口（標高342.989m）から深さ8.8mの位置に層厚2cmのＤＮＰが確認されており、その上下は礫層が分布して
いる。

○ ボーリング調査位置図

○ ボーリングデータ

京都府が実施したボーリング地点

越畑地点

越畑地点

京都府が実施した
ボーリング地点

5km

500m

出典：地図データ@2017Google,ZENRINに加筆 木谷(2010)に加筆 木谷(2010)に加筆

引用文献：木谷（2010）京都府南丹市八木町神吉上区で掘削された70mコアの層序再検討 より抜粋

（中 略）
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・火山灰を含む層は、その層相と挟在する礫層により2層
（2a層、2c層）に細分される。

２．火山灰を含む層の観察、分析結果１．地質学、地形学的見地からの特徴

・桂睦会(1967)によると調査地点の周辺にある第四紀層は、
陸水成層であり、下位からは越畑層（Ｈ面）、神吉層
（Ｍ面）、原層（Ｌ面）の３つに区分することができるが、
空中写真判読の結果、調査地点はＭ面に位置することがわ
かった。

・調査地点露頭は沢部に近接しており、河川の侵食により形
成されたＭ面の侵食崖に位置しており、Ｍ面の段丘構成層
が観察した。

・重鉱物組成、斜方輝石と角閃石の屈折率及び偏光顕微鏡
観察結果よりＤＮＰに対比される。

・2a層は礫の混入やラミナなど流水により混入したと思わ
れる痕跡を確認した。

本露頭におけるＤＮＰの層厚は、流水の影響により降灰層厚として評価できない。

・火山灰を含む層は、上下の段丘礫層に挟まれている。

京都市右京区 越畑地点調査結果について

５．８ 考察

・越畑地点と尾根を挟んで反対側に位置する越畑2地点は
約10cm、侵食の影響を受けにくい京都府ボーリング地点は
約2cmであり、越畑地点を含めた3つの地点で層厚が大きく
異なっている。

・2c層はラミナが確認できなかったものの、礫を含んでい
ることから流水の影響を否定できない。

【露頭観察の結果】

【ブロックサンプリングとＣＴ画像観察の結果】

【重鉱物組成他の分析結果】

【周辺において確認されたＤＮＰを含む層厚について】
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○各地点周辺の地形調査等の結果から降灰層厚を評価できる地点（大山池地点、瀞川山地点）と評価できない地点（大屋地点、
土師地点、越畑地点）があることがわかった。
降灰層厚を評価できないと判断した理由は次の通り。
大屋地点：崖錘性堆積物が分布する山腹に位置しており、厚さが大きく変化し、レンズ状に堆積している箇所もあるなど、

降灰時の堆積状況が保存されていないと考えられる。
土師地点：河川堆積物の中に火山灰が含まれているものであり、降灰した状態の火山灰層ではない。
越畑地点：流水の影響を示すラミナ構造や礫が含まれていることから再堆積したものであると考えられる。また、周辺で確認

された火山灰を含む層の層厚とも大きく異なることから、降灰時の堆積状況が保存されていないと考えられる。

○斜方輝石と角閃石の屈折率等の分析結果から越畑地点においてはＤＮＰを含む層を、土師地点においてはＤＮＰとその他の火山灰
を含む可能性がある層を確認した。

６．まとめ

越畑地点

：調査地点

大山池地点

土師地点

出典：地図データ@2017Google,ZENRINに加筆

大屋地点

大 山
10cm～15cm

降灰層厚を評価できない

2m程度

降灰層厚を評価できない

降灰層厚を評価できない

：山元(2017)に示される各地点

氷ノ山地点

瀞川山地点（氷ノ山地点の代替）
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52６．まとめ

○今回の調査結果から降灰層厚を評価できる大山池地点、瀞川山地点は火山灰アトラスに示される等層厚線図
に整合していることが確認できた。

○山元（２０１７）に示される等層厚線図については、元になった大屋地点、土師地点、越畑地点の層厚が評価
できなかったこと、大山池地点は等層厚線図と整合しているものの瀞川山地点は等層厚線図と整合しなかった
ことから、現時点では新たな知見として採用できない。

越畑地点

：調査地点

大山池地点

土師地点

出典：地図データ@2017Google,ZENRINに加筆

大屋地点

大 山
10cm～15cm

降灰層厚を評価できない

2m程度

降灰層厚を評価できない

降灰層厚を評価できない

60

120

1m

50

30

50cm

30cm

DNP

：山元(2017)に示される各地点

：山元(2017)に示される等層厚線図

氷ノ山地点

瀞川山地点（氷ノ山地点の代替）

越畑地点

大山池地点

土師地点

出典：地図データ@2017Google,ZENRINに加筆

大屋地点

大 山
10cm～15cm

降灰層厚を評価できない

2m程度

降灰層厚を評価できない

降灰層厚を評価できない

：調査地点

：火山灰アトラスに示される等層厚線図

火山灰アトラスに示されるＤＮＰ 等層厚線図 山元（２０１７）に示されるＤＮＰ 等層厚線図
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H30.3.1 大山火山の火山灰に関する面談時点からの変更点

ご指摘事項 変 更 点 ページ 更新日時

【誤記対応】

○ 5ページ （大山池）の左図の地形図のスケール
→ 500㎝となっている

○ 5ページ （大山池）左図の地形図のスケールが500㎝となって
いたため、500mに訂正しました

５ H30.3.12

○ 48ページ 上側写真のスケール → 30mとなっている
○ 48ページ 上側写真のスケールが30mとなっていたため、30㎝に
訂正しました

４８
H30.3.12

【追記対応】

○ ６ページのP2,P3、12ページ等の折れ尺で示している写真において、
数字が読み取りずらいものにスケールが欲しい

○ ６ページのP2,P3、12ページのP7,P9の折れ尺で示している写真上
にスケールを追記しました

６ ，１２
H30.3.12

○ 17ページのP1、34ページにスケールが欲しい ○ 17ページのP1、34ページの全ての写真上にスケールを追記しました １７ ，３４
H30.3.12



 
資料２ 

火山活動可能性評価に係る安全研究を踏まえた 

規制対応について（案） 

 
平成２９年６月１４日 
原 子 力 規 制 庁  

 
１．背景と経緯 
 ①安全研究の状況 

 原子力規制庁では、実用発電用原子炉の火山事象に係る安全規制の高度化

に向け、火山活動可能性を評価するための手法の整備に必要な知見の収集を

進めている。 
 具体的には、評価手法の整備を目的として、階段図による火山活動の時系

列変化とマグマ組成の時系列変化を組み合わせて評価する手法について検討

を進めている。 
現在までに、まず、平成２７年度には、大山火山を事例とした階段図（別添

１図１参照）の精度の向上のための調査を行い、その過程で必要な噴出量の

基となる大山火山起源の降下火砕堆積物（大山生竹（ＤＮＰ）等）の分布を見

直した。（別添１図２のＤＮＰ等の分布を参照）ただし、当該分布図作成に用

いた各地点の層厚に関する既往文献については、データの不確実さが含まれ

ていると考えている。 
また、平成２８年度には、前年度に作成した階段図を基にマグマ組成の時

系列変化について検討し、高噴出率期と低噴出率期のマグマ組成の違いが明

瞭に異なっていること、最後の活動である約２万年前のマグマ組成が低噴出

率期と同程度であることが分かり（別添１図３参照）、大山火山の活動が現在

まで約２万年間休止していることを考慮すると低噴出率期に入ったことが示

唆されるとして、引き続き研究を進めているところである。 
なお、本研究成果を踏まえた現状の知見と原子力規制庁としての今後の対

応について、本年６月６日の第２７回技術情報検討会において検討を行った

（別添１参照）。 
 
②新規制基準適合性審査での扱い 
新規制基準適合性審査では、火山影響評価として火山灰の層厚の評価を行

っており、原子力発電所の火山影響評価ガイド（別添２参照）を参照し、地質
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調査や文献調査等から評価された火山灰の層厚を確認するとともに、敷地周

辺において火山灰の堆積が確認されない場合は、数値シミュレーション等に

より火山灰の層厚を求めている。 
若狭地域の原子力発電所の新規制基準適合性審査の際の火山影響評価では、 

 地質調査や文献調査の結果から、噴出源が特定できない火山灰として１０㎝

以下の層厚が確認された。さらに、噴出源が特定できる火山灰については地質

調査の結果、厚く堆積するものは確認されていないが、発電所運用期間中の噴

火規模を想定し、大山生竹（ＤＮＰ）の噴出量を考慮した数値シミュレーショ

ンも行ったうえで火山灰の層厚を１０㎝と評価していることを確認している。 
 
２．今後の対応方針案 
前述の安全研究では、 

①大山生竹（ＤＮＰ）の分布については、多くの原子力発電所の火山灰の層

厚の評価に用いられている既存の知見である新編火山灰アトラスの分布

（別添３参照）と大きく異なり、その根拠となった層厚に関する既往文献

データに不確実さが伴うものの、より東側にまで火山灰の分布範囲が示

されている（別添１図２のＤＮＰの分布を参照）こと 
②①の結果から、大山生竹（ＤＮＰ）の噴出量については、既知見とは異な

る可能性があること 
③大山火山は、最後の活動である約２万年前の噴出物のマグマ組成が低噴

出率期と同程度であることを考慮すると、現在は低噴出率期に入ったこ

と 
等が示唆されているが、現時点では研究が継続中であり、結論は得られて

いない。 
以上を踏まえ、若狭地域の原子力発電所の新規制基準適合性審査の際の火

山影響評価において、大山生竹（ＤＮＰ）の噴火規模（噴出量）を考慮した数

値シミュレーションを行っている関西電力に対しては、その根拠となる大山

生竹（ＤＮＰ）の火山灰分布（別添１図２参照）について情報収集を行うこと

を求めることとしたい。 
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（第 27 回技術情報検討会 資料 27-7） 

 
平成 29年 06 月 06 日 

長官官房 技術基盤グループ 安全技術管理官（地震・津波担当）付 

原子力規制部 安全規制管理官（地震・津波安全対策担当）付 

 

火山活動の可能性評価のための調査・研究 

（一事例として大山火山を扱った研究）（案） 
 

１）本研究の概要： 

 原子力発電所の火山影響評価ガイドでは、将来の火山活動性評価を行うには、

噴火パターン、活動間隔等を総合的に検討する必要があると記載されている。

完新世に活動を行っていない火山の抽出には、階段図を用いてより古い時期

の活動を評価し、火山活動の傾向と活動の消長の期間を基に、将来の火山活

動可能性を評価する方法が記載されている。しかしながら、階段図は主にあ

る程度の期間をとることでその傾向を把握するためのツールであり、現在の

マグマの状況やマグマ組成の変化などと併せて評価することで、より高精度

に評価対象火山の火山活動及び将来の火山活動可能性を評価することが可

能となる。そのためには評価指標の作成が必要となる。 

 本研究では、過去に大規模噴火を起こした火山や主要な活火山の活動履歴情

報を調査し、将来の火山活動可能性を評価するための評価指標の策定に必要

な知見の整備を進めている。この中で、長期に活動を休止している大型の成

層火山に関する活動可能性評価のための指標策定を目的に、階段図による火

山活動の時系列変化とマグマ組成の時系列変化を組み合わせて評価する手

法の検討を進めている。 

 

２） これまでの研究の成果： 

 階段図の評価は、噴出物の層序学的・年代学的データ（横軸）及び噴出量（縦

軸）の評価に帰結する。そのため、横軸については、地質調査等による層序

学的検討や新たな年代測定による噴出時期の精緻化、縦軸については、同一

手法による噴出量の推定や推定手法自体の高精度化を図ることで階段図自

体の精度が向上する。 

 本研究では、平成２７年度までに大山火山を事例に、これまで確定していな

かった最新期の噴火層序及び年代学的検討を実施し（横軸の高精度化）、噴

出量（縦軸）については既存文献を再調査し、噴出量の推定を Legros 法（参

考文献 1）に統一して再計算したうえで、階段図の精度向上を図った。その

結果、従来の階段図（図１の上図）と更新された階段図（図１の下図）の比

較から、約 10 万年前頃からマグマ噴出率が高い状態が続いている傾向が見

られ、大山倉吉噴火（以下、DKP 噴火）は大山火山の約 10～2.5 万年前の活

別添１ 
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動の中で特異的な火山活動でないと考えることも可能である（図１参照）。 

 一方で、噴出量の算出に用いた火山灰の分布図（図２参照）は、既往文献の

値を用いているので、噴出量（縦軸）については既往文献におけるデータの

不確実さを含んでいると考えている。 

 なお、上述の階段図の更新に関する研究成果は、平成２７年度原子力施設等

防災対策等委託費（火山影響評価に係る技術的知見の整備）成果報告書で公

開した。また、委託先である産業技術総合研究所においても平成２９年３月

に「大山火山の噴火履歴の再検討」の論文名で公表した（参考文献２）。 

 また、平成２８年度の研究では、大山火山における前述の階段図から約２０

万年前以前の活動を低噴出率期、約２０～２万年前の活動を高噴出率期と区

分したうえで、噴出物の岩石学的な検討を行いマグマ組成の時系列変化の検

討を進めた。その結果として低噴出率期の溶岩及び火砕流堆積物と高噴出率

期のそれでは、微量元素の組成比が明瞭に異なり、また、最新のマグマ活動

である約２万年前の溶岩及び火砕流噴出物は低噴出率期のものと組成比が

類似していることが確認できた（図３参照）。これらのことから、大山火山

の活動は約２万年前から、低噴出率期に入ったことが示唆される。 
 
３）原子力規制庁としての今後の対応： 

 大山火山を事例とした階段図による火山活動の時系列変化に関する成果は、

マグマ組成の時系列変化を組み合わせて評価する手法の検討段階での基礎

的情報に関する成果であり、将来の火山活動可能性を評価する新たな知見ま

では至っていない。 

 今後も引き続き、平成２８年度で行った化学組成の変化に関する要因及びそ

の妥当性についても検討を進めるとともに、いくつかの火山を事例に火山活

動の時系列変化とマグマ組成の時系列変化を組み合わせた評価手法につい

て検討を継続することが重要である。 

 なお、今回、事例として扱った大山火山について、約１０万～３万年前が

高噴出率期の状態が続いたと考えることもでき、大山倉吉噴火、大山生竹

噴火等がその時期に噴出していることから、当該火山の噴出量の算出に用

いた火山灰の層厚分布に関して、より詳細に情報収集することを検討して

いく。 
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DKP：倉吉降下火砕堆積物 

DNP：生竹降下火砕堆積物 

DMP：松江降下火砕堆積物 

DBP：別所降下火砕堆積物 

DOP：奥津降下火砕堆積物 

 

 

 

 

図１ 大山火山の噴出量-時間階段図 （平成 27年度中間評価調査票の図 2） 

説明：大山火山では約 20万年前以降、噴火規模が大きいプリニー式噴火（軽石を降らす噴

火）が複数回起きており（縦軸方向に 1 目盛分以上増えている場所に相当）、噴出率の高い

時期である。その中でも約 10万年前以降は噴出率が高い状態に傾向が変化したことが見て

取れ、この期間に DNP や DKP が噴火している。 

 

図２ 大山火山起源の降下火砕堆積物の分布 （参考文献３の図 1.2.3-3） 

説明：各地点での層厚は既往文献から読み取られた値で、それを基に降灰分布域が推定され

たものである。そのため、今後の調査研究によって層厚や分布の詳細が明らかになった場合、

分布域の形状が変更される可能性がある。 

別添 
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図３ 大山火山噴出物（溶岩及び火砕流堆積物）のストロンチウム（Sr）/イットリウ

ム（Y）比の時間変化 

（平成 28年度年次評価票の図２に参考文献２の第 3表のデータを加筆したもの） 

説明：溶岩及び火砕流堆積物の Sr/Y 比の時間変化に規模の大きな噴火（プリニー式噴火）

の発生時期とその噴出量を合わせたものである。青丸シンボルで示した大山火山の最新の

噴出物（約 2万年前）の Sr/Y 比は、規模の大きな噴火を繰り返した時期以前（約 20 万年前

以前）の低噴出率期の噴出物（緑丸シンボル）のそれに近い値を示している（両者は青点線

より上にプロットされる）。なお、丸シンボルには赤棒線で示した DKP などの降下火砕物（軽

石）の分析データは含まれていない。 

 

参考文献 

１． Legros（2000）：Minimum volume of tephra fallout deposit estimated from a single 

isopach. Jour. Volcanol. Geotherm. Res. Vol. 96、25-32． 

２． 山元（2017）：大山火山噴火履歴の再検討、地質調査研究報告、第 68 巻、1-16． 

３． 平成２７年度原子力施設等防災対策等委託費（火山影響評価に係る技術的知見の整備）

成果報告書 

４． 平成 27 年度中間評価調査票：https://www.nsr.go.jp/data/000149391.pdf 

５．平成 28 年度年次評価調査票：https://www.nsr.go.jp/data/000189235.pdf 
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 別添２ 

原子力発電所の火山影響評価ガイド（抜粋） 

 

６．原子力発電所への火山事象の影響評価 

原子力発電所の運用期間中において設計対応不可能な火山事象によって原

子力発電所の安全性に影響を及ぼす可能性が十分小さいと評価された火山に

ついて、それが噴火した場合、原子力発電所の安全性に影響を与える可能性

のある火山事象を表１に従い抽出し、その影響評価を行う。 

ただし、降下火砕物に関しては、火山抽出の結果にかかわらず、原子力発

電所の敷地及びその周辺調査から求められる単位面積あたりの質量と同等の

火砕物が降下するものとする。なお、敷地及び敷地周辺で確認された降下火

砕物で、噴出源が同定でき、その噴出源が将来噴火する可能性が否定できる

場合は考慮対象から除外する。 

また、降下火砕物は浸食等で厚さが低く見積もられるケースがあるので、

文献等も参考にして、第四紀火山の噴火による降下火砕物の堆積量を評価す

ること。 

 

 

（中略） 

 

解説-16．原子力発電所内及びその周辺敷地において降下火砕物の堆積が観測

されない場合は、次の方法により堆積物量を設定する。 

 類似する火山の降下火砕物堆積物の情報を基に求める。 

 対象となる火山の噴火量、噴煙柱高、全体粒度分布、及びその領域に

おける風速分布の変動を高度及び関連パラメータの関数として、原子

力発電所における降下火砕物の数値シミュレーションを行うことより

求める。数値シミュレーションに際しては、過去の噴火履歴等の関連

パラメータ、並びに類似の火山降下火砕物堆積物等の情報を参考とす

ることができる。 
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別添３ 

既往の知見における大山生竹（ＤＮＰ）の分布 

 
 
出典：新編 火山灰アトラス［日本列島とその周辺］（東京大学出版会） 
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